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Fe1-xMnxV2O4における相境界付近の物性 

 
1.背景・目的 

 スピネル型 V酸化物である FeV2O4は 140 Kで

Cubic か ら Tetragonal (c<a) 、 110 K で

Orthohormobicに、70 K で Tetragonal (c>a)へと

逐次構造相転移をすることが知られている[1]。し

かし、Fe の一部を Mn に置換した Fe1-xMnxV2O4

では x>0.2 で逐次構造相転移が消失し、Cubic か

ら Tetragonalへの相転移のみとなる [2]。 

本研究では、Fe1-xMnxV2O4 の逐次構造相転移が

消失する点（4重臨界点）付近での特徴的な物性を

調べることを目的とした。 

 

2.実験方法 

 原料である Fe、Fe2O3、Mn3O4、V2O3を混合し、

焼結することで多結晶試料を作成した。その後、

フローティングゾーン法で Fe0.8Mn0.2V2O4 の単結

晶試料を作製した。歪ゲージ法によって歪測定を

零磁場下及び磁場下で行った。 

 

3.結果と考察 

 0.1 Tの磁場下での磁化温度依存性をFig. 1に示

す。100 K 付近で磁化が増大しており、フェリ磁

性転移が起きていることがわかる。 

零磁場での歪測定の結果を Fig. 2 に示す。x=0

では140 KでのCubicからTetragonal(c<a)の相転

移に伴って歪みが増大し、TNでの構造相転移でさ

らに歪みが増大している。一方、x=0.4では、フェ

リ磁性転移よりも高温側で歪みはほとんどなく、

TN以下でのみ増大する。これらに対して x=0.2 で

は、フェリ磁性転移より高温側から緩やかに歪み

が増大していることがわかった。 

磁場下での歪み測定において、5 Tと 0 Tの歪の

差を温度に対してプロットしたものを Fig. 3 に示

す。x=0では TNより高温からΔL/Lが増大し、TN

ではさらにΔL/L が増大する。また x=0.6 では TN

付近で低温に向かってΔL/L がなだらかに増大し

ている。一方、x=0.2 では、TN でΔL/L が飽和し

ていて、さらに小さな異常を示すことがわかった。

この振舞は 4重臨界点の影響であると考えられる。 
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Fig. 2 磁化の温度依存性 
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Fig. 2 零磁場下での歪みの温度依存性 

矢印は TN          

 
Fig. 3 磁場下での歪みの差の温度依存性 

矢印は TN     
 


